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学
生
・
求
職
者
向
け

第
２
回
職
場
見
学
会
の
ご
案
内

　

み
ち
の
く
荘
で
の
お
仕
事
、一
度
見
学
し
て
み

ま
せ
ん
か
？
求
職
者
や
福
祉
の
仕
事（
介
護
・
看

護
・
リ
ハ
ビ
リ
な
ど
）に
興
味
が
あ
る
方
を
対
象
と

し
た
見
学
・
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。学
生
の
方
は

ご
両
親
と
同
伴
も
歓
迎
で
す
。

　

事
前
予
約
は
不
要
。手
ぶ
ら
で
お
越
し
下
さ
い
。

《
日
時
》

　

２
０
１
７
年
10
月
４
日（
水
）

　

午
前
10
時
ス
タ
ー
ト（
受
付
開
始
９
時
30
分
）

《
場
所
》

　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
み
ち
の

　

く
荘（
む
つ
市
十
二
林
11
―
13
）

《
相
談
・
問
い
合
わ
せ
》

　

電
話
／
０
１
７
５（
23
）１
６
０
０

　

担
当
／
人
材
部
・
徳
田

快適な環境づくりのお手伝い

（車いす・ベッド・リハビリ機器他）

住宅改修

介護用品のレンタル・販売○

○

シルバーサービス株式
会社

〒 035-0033　むつ市横迎町 2-9-13
ＴＥＬ　0175-22-9511

シ
ン
チ
ャ
オ
！
ベ
ト
ナ
ム
滞
在
記

～
新
た
な「
介
護
人
材
養
成
コ
ー
ス
」の
開
講
～

　

シ
ン
チ
ャ
オ
!!（
ベ
ト
ナ
ム
語
で「
こ
ん
に

ち
は
」の
意
味
）久
し
ぶ
り
の
ベ
ト
ナ
ム
か
ら
、

新
規
事
業
の
リ
ポ
ー
ト
で
す
。

　

今
年
７
月
、当
法
人
は
新
た
な「
介
護
人
材

養
成
コ
ー
ス
」を
フ
エ
省
立
フ
エ
医
療
短
期
大

学
に
て
開
講
す
る
こ
と
に
な
り
、「
協
働
事
業

の
覚
書
」を
正
式
に
締
結
し
ま
し
た
。こ
の
協

働
事
業
は
、「
日
本
式
福
祉
・
介
護
、日
本
語

コ
ー
ス
の
設
立
」と「
コ
ー
ス
修
了
後
の
就
労

支
援
」を
大
き
な
柱
に
掲
げ
て
い
ま
す
。

　

当
法
人
は
こ
れ
ま
で
、同
じ
く
フ
エ
市
に
あ

る
国
立
フ
エ
医
科
薬
科
大
学
と「
日
越
医
療
・

福
祉
事
業
協
定（
２
０
１
４
年
11
月
締
結
）」に

お
い
て「
介
護
人
材
養
成
コ
ー
ス
」を
設
立
し
、

ベ
ト
ナ
ム
人
介
護
人
材
の
育
成
を
行
っ
て
き

ま
し
た
。同
コ
ー
ス
で
は
こ
れ
ま
で
2
期
の
卒

業
生（
合
計
32
名
）を
輩
出
し
て
い
ま
す
が
、現

在
、コ
ー
ス
参
加
希
望
者
は
年
間
約
20
名
程
度

と
い
う
状
態
で
す
。事
業
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
頂

い
て
い
る
フ
エ
市
人
民
委
員
会
や
フ
エ
市
長
か

ら
も「
も
っ
と
人
数
の
拡
大
を
目
指
す
べ
き
」と

の
声
が
あ
り
、昨
年
７
月
か
ら
、よ
り
実
践
的
な

教
育
を
行
っ
て
い
る
フ
エ
医
療
短
期
大
学
と
の

協
働
事
業
の
協
議
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

フ
エ
医
療
短
期
大
学（
以
下
、短
大
）に
お
け

る「
介
護
人
材
養
成
コ
ー
ス
」設
立
に
向
け
て

最
初
に
目
指
し
た
こ
と
は
、短
大
に「
介
護
学

科
」を
新
設
し
て
も
ら
う
こ
と
で
し
た
。し
か

し
、教
育
・
訓
練
省（
日
本
の
文
部
科
学
省
に
相

当
）の
許
可
が
必
要
な
た
め
、短
大
に
介
護
の

教
育
と
い
う
実
績
が
無
い
中
で
の
介
護
学
科

設
立
は
非
常
に
困
難
で
し
た
。

　

そ
の
た
め
、私
た
ち
は
１
年
間
に
わ
た
り
短

大
と
協
議
を
重
ね
、最
終
的
に
看
護
学
科
に
選

択
コ
ー
ス
と
し
て「
介
護
人
材
育
成
コ
ー
ス
」を

設
立
す
る
、と
い
う
形
で
合
意
に
至
り
ま
し
た
。

★

　

短
大
で
の「
介
護
人
材
養
成
コ
ー
ス
」は
、こ

れ
ま
で
の
フ
エ
医
科
薬
科
大
学
と
は
大
き
く

異
な
り
、現
役
の
学
生
が
１
年
生
か
ら
３
年
生

の
期
間
で
介
護
と
日
本
語
を
学
び
、コ
ー
ス
履

修
単
位
は
短
大
の
看
護
学
科
の
卒
業
単
位
に

一
部
組
み
込
ま
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、短
大
側
が
一
番
懸
念
し
て
い
る「
卒

業
生
の
就
労
支
援
」に
も
力
を
入
れ
て
い
き
ま

す
。ベ
ト
ナ
ム
で
は
、短
大
の
看
護
学
科
を
卒

業
し
て
も
、看
護
師
の
仕
事
に
つ
け
る
割
合
は

約
20
％
程
度（
当
法
人
調
べ
）と
、学
校
で
勉
強

し
た
こ
と
を
活
か
せ
る
就
職
口
が
十
分
に
あ

る
と
は
言
え
な
い
現
状
で
す
。

　

新
た
な
取
り
組
み
に
お
い
て
は
、教
育
も
さ

る
こ
と
な
が
ら
、学
生
た
ち
が
日
本
の
当
法
人

の
施
設
や
、他
の
施
設
で
働
く
た
め
の
支
援
体

制
を
作
り
上
げ
て
い
く
こ
と
も
大
き
な
責
務

の
一
つ
と
し
て
、日
本
と
ベ
ト
ナ
ム
の
互
恵
関

係
の
深
化
を
目
指
し
ま
す
。

記
／
向
井
正
大（
フ
エ
事
業
所
）

国立フエ医科薬科大学のコース卒業生

は、早ければ今年度中に技能実習制度

で来日します。

こ

私
の
小
径

み
ち

　

木
村
節
子
さ
ん
は｢

み
ち
の
く
金
谷
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー｣

と｢

み
ち
の
く

訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン｣

を
週
１
回
、通

院
の
た
め
に｢

み
ち
の
く
訪
問
介
護
ス
テ
ー

シ
ョ
ン｣

を
月
１
回
利
用
し
て
い
ま
す
。

　

節
子
さ
ん
は
５
人
兄
弟
の
長
女
と
し
て

生
ま
れ
、城
ヶ
沢
の
尋
常
高
等
小
学
校
を

２
年
生
で
卒
業
し
た
後
は
田
畑
を
耕
す
な

ど
、農
業
に
従
事
し
て
い
ま
し
た
。

　

漁
業
や
農
業
を
営
ん
で
い
た
夫
と
は
近

所
の
幼
馴
染
だ
っ
た
た
め
気
心
が
知
れ
た

間
柄
で
し
た
。家
業
の
手
伝
い
の
傍
ら
、２

人
の
息
子
を
立
派
に
育
て
上
げ
ま
し
た
。

｢

昔
の
漁
師
や
百
姓
は
全
て
が
人
力
で
、

手
作
業
だ
っ
た
か
ら
す
ご
く
大
変
だ
っ

た
。で
も
、世
の
中
に
機
械
が
普
及
す
る
よ

う
に
な
っ
て
、城
ヶ
沢
の
中
で
も
私
た
ち

は
早
く
に
耕
運
機
を
取
り
入
れ
て
、少
し

で
も
作
業
を
軽
く
し
た
ん
だ
よ
。」

　

長
年
苦
労
を
共
に
し
て
き
た
夫
は

２
０
０
５
年
に
他
界
。節
子
さ
ん
は
そ
の

後
も
自
宅
で
次
男
夫
婦
と
暮
ら
し
、現
在

は
孫
夫
婦
も
同
居
し
て
8
人
家
族
で
生
活

し
て
い
ま
す
。

　

２
０
１
６
年
、心
不
全
で
入
院
す
る
こ

と
に
な
っ
た
節
子
さ
ん
。病
状
や
服
薬
の

管
理
が
必
要
と
考
え
、退
院
後
に｢

み
ち

の
く
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン｣

の
利
用

を
開
始
し
ま
し
た
。退
院
直
後
は
日
中
も

横
に
な
る
生
活
が
続
い
て
い
ま
し
た
が
、

少
し
ず
つ
体
調
も
回
復
、今
で
は
元
気
に

近
所
を
散
歩
し
た
り
、自
宅
近
く
の
親
戚

宅
へ
毎
日
の
よ
う
に
出
掛
け
て
は
世
間
話

を
楽
し
み
ま
す
。

｢

体
調
で
不
安
に
思
う
時
は
、訪
問
看
護

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
看
護
師
さ
ん
か
ら
ア
ド

バ
イ
ス
が
も
ら
え
る
の
で
助
か
る
。生
活

に
安
心
感
が
持
て
る
よ
。」

　

体
調
が
回
復
し
た
お
陰
で
、心
不
全
に

な
る
前
か
ら
誘
わ
れ
て
い
た｢

み
ち
の
く

金
谷
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー｣

に
友
人

と
一
緒
に
行
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

｢

金
谷
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
に
は
遊
び
に
行
っ

て
い
る
感
覚
。体
操
も
参
加
し
て
頑
張
っ

て
い
る
け
ど
、友
人
た
ち
と
ト
ラ
ン
プ
で

遊
ん
で
い
る
と
き
が
楽
し
い
。」

　

そ
ん
な
節
子
さ
ん
は
、次
男
が
野
球
を

や
っ
て
い
た
影
響
で
、野
球
観
戦
が
趣
味
に

な
り
ま
し
た
。2
人
の
孫
も
野
球
が
好
き
な

野
球
一
家
。夏
は
甲
子
園
、夜
は
プ
ロ
野
球

を
テ
レ
ビ
で
観
戦
す
る
の
が
日
課
で
す
。

　

２
０
１
５
年
に
は
、次
男
と
孫
が
所
属

す
る
軟
式
野
球
チ
ー
ム
が
全
国
大
会
ま
で

進
み
、そ
の
時
の
お
土
産
の
数
珠
ブ
レ
ス

レ
ッ
ト
は
大
事
な
宝
物
。肌
身
離
さ
ず
つ

け
て
い
ま
す
。

　

息
子
、孫
と
男
の
子
ば
か
り
で
し
た
が
、

ひ
孫
で
待
望
の
女
の
子
が
産
ま
れ
ま
し
た
。

「
女
の
子
は
や
っ
ぱ
り
可
愛
い
よ
。」

と
笑
顔
で
話
し
ま
す
。

　

ひ
孫
た
ち
の
成
長
を
楽
し
み
に
し
な
が

ら
、こ
れ
か
ら
も
産
ま
れ
育
っ
た
こ
の
地

域
で
、家
族
全
員
の
元
気
と
健
康
を
願
い

な
が
ら
過
ご
し
ま
す
。

  

記
／
北
川　

夕
紀飾られた家族の写真一つ一つに、忘れられない思い出が詰まっています。

木村　節子 さん

毎日元気に過ごせることが幸せ。
住み慣れたこの場所で家族との思い出を作ります。

昭和６年生まれ 85 歳 / むつ市城ヶ沢出身
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家
族
介
護
教
室
の
ご
案
内

　

今
年
は「
こ
こ
ま
で
で
き
る
」シ
リ
ー
ズ
と
題

し
、在
宅
介
護
の
基
本
知
識
と
最
新
情
報
を
お
届

け
し
て
い
ま
す
。第
１
回
は「
こ
こ
ま
で
で
き
る
服

薬
管
理
」と
い
う
テ
ー
マ
で
、９
月
16
日
に
下
北
文

化
会
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。第
２
回
は「
訪
問
リ
ハ

ビ
リ
」、第
３
回
は「
訪
問
看
護
」、第
４
回（
最
終
回
）

は「
食
事
介
護
」に
つ
い
て
開
催
し
ま
す
。

　

現
在
、第
２
回
の
申
し
込
み
を
受
付
中
で
す
。参
加

費
無
料
で
す
。お
気
軽
に
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

《
開
催
テ
ー
マ
／
日
時
》

　

第
２
回「
こ
こ
ま
で
で
き
る
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
」　

　

／
10
月
21
日（
土
）10
時
～
11
時
30
分

《
場
所
》

　

金
谷
地
域
交
流
ホ
ー
ル（
む
つ
市
金
谷
２-

20-

２
）

《
申
し
込
み
先
》

　

み
ち
の
く
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

　

電
話
／
０
１
７
５（
23
）７
９
３
０青森県むつ市大曲二丁目 13-35

ニッショク

水産物・青果物・食肉・冷凍食品等の卸売

ＮＩＳＳＹＯＫＵ

電話 （０１７５）

有限会社

ＦＡＸ  （０１７５）

「
認
知
症
カ
フ
ェ

ま
る
め
ろ
」

を
毎
月
開
催
し
て
い
ま
す
！

　
「
認
知
症
カ
フ
ェ
ま
る
め
ろ
」は
、介
護
の
プ

ロ
に
よ
る
認
知
症
の
相
談
や
情
報
提
供
・
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
を
行
う
、地
域
参
加
型
の

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
で
す
。県
の
委
託
を
受
け
、認

知
症
に
な
っ
て
も
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
町
づ
く

り
の
一
助
と
し
て
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

認
知
症
の
方
や
そ
の
家
族
は
も
ち
ろ
ん
、認

知
症
に
つ
い
て
関
心
が
あ
る
方
、情
報
を
知
り

た
い
方
、地
域
の
方
な
ど
、ど
な
た
で
も
参
加
可

能
で
す
。事
前
予
約
不
要
、参
加
費
無
料
で
す
の

で
、お
気
軽
に
お
越
し
下
さ
い
。

●
お
問
い
合
わ
せ

　

む
つ
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
み
ち
の
く

　

電
話
／
０
１
７
５（
23
）７
９
３
０

《日時》
・毎月第４金曜日／ 10 時～ 14 時
  （時間内は出入り自由です）

《場所》
・むつ市十二林８-10
  （開催日に「のぼり旗」を設置します）

第
３
回
ま
る
め
ろ
杯
を
開
催
!!

　
「
み
ち
の
く
荘
サ
ー
ビ
ス
公
開
競
技
大
会
・
第

３
回
ま
る
め
ろ
杯
」を
開
催
し
ま
す
。本
大
会

は
、当
法
人
の
各
事
業
所
か
ら
厳
し
い
予
選
を

勝
ち
抜
い
た
代
表
職
員
が
専

門
技
術
を
競
い
合
う
、公

開
競
技
大
会
で
す
。

　

今
回
は「
リ
ハ
ビ
リ
」

「
看
護
」「
調
理
」「
介

護
」の
他
、ど
の
職
場
で

も
必
要
な「
接
遇
」を
加
え

た
計
５
部
門
で
競
い
ま
す
。

　

ま
る
め
ろ
杯
は
、ど
な
た
で
も
無
料
で
観
覧

で
き
ま
す
。ご
家
族
ご
友
人
お
誘
い
合
わ
せ
の

上
、ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

《
場
所
》

　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
金
谷
み
ち
の
く
荘
内

　

地
域
交
流
ホ
ー
ル（
む
つ
市
金
谷
２-

20-

２
）

《
日
に
ち
》

　

11
月
19
日（
日
）

《
タ
イ
ム
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
／
競
技
内
容
》

　
・
リ
ハ
ビ
リ
／
13
時
10
分
～
「
移
動
介
助
」

　
・
看
護
／
14
時
15
分
～「
仙
骨
部
の
褥
瘡
処
置
」

　
・
接
遇
／
15
時
35
分
～
「
電
話
対
応
」

　
・
調
理
／
16
時
45
分
～
「
出
汁
巻
き
玉
子
」

　
・
介
護
／
18
時
05
分
～
「
離
床
・
排
泄
介
助
」

まるめろ美術館ご案内
関野凖一郎記念

開館時間／ 10：00 ～ 16：00
休館日／第一水曜日・第一木曜日・土曜日・日曜日
　　　　・祝日・年末年始

期間／2017年 10月 6日（金）～2018年 2月 6日（火）

「青森と東京」展
－生まれた場所、そして画家として生きた場所－

奥入瀬渓流 (1980 年 ) ／関野凖一郎

「竹の会」会員との面談調査で、介護や生活上のニーズを尋ねる中山専
務理事（右）

デュッセルドルフ市には約 540 社の日本企業が拠点を構え、駐在員や
その家族を中心に多くの日本人が居住している。

　

当
法
人
は
７
月
２
日
か
ら
10
日
ま
で
、ド
イ
ツ

国
内
有
数
の
日
本
人
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
を
抱
え
る

デ
ュ
ッ
セ
ル
ド
ル
フ
市
で
、現
地
日
本
人
高
齢
者

の
介
護
ニ
ー
ズ
調
査
を
行
っ
た
。

　

ド
イ
ツ
の
経
済
都
市
デ
ュ
ッ
セ
ル
ド
ル
フ
市
に

は
、約
１
万
人
の
在
留
邦
人
が
お
り
、「
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
最
大
の
日
本
人
街
」と
し
て
有
名
だ
。し
か
し
、

高
齢
化
が
進
む
中
、定
住
す
る
日
本
人
に
と
っ
て

老
後
の
生
活
や
介
護
は
大
き
な
課
題
だ
。

　

ド
イ
ツ
で
の
調
査
は
今
年
２
月
以
来
２
度
目
と

な
る
。同
市
の
日
本
人
団
体
会
員
と
面
談
し
て
日

常
生
活
や
将
来
の
介
護
に
関
す
る
課
題
、要
望
を

聴
き
、今
後
の
支
援
や
事
業
化
の
可
能
性
を
探
っ

た
。面
談
か
ら
会
員
た
ち
の
多
く
が
、加
齢
に
伴
う

ド
イ
ツ
語
能
力
の
低
下
と
介
護
・
老
後
生
活
へ
の

影
響
に
不
安
を
抱
え
、日
本
食
や
日
本
人
に
よ
る

ケ
ア
サ
ー
ビ
ス
を
強
く
望
ん
で
い
る
こ
と
が
明
ら

か
と
な
り
、定
住
者
特
有
の
課
題
が
浮
き
彫
り
と

な
っ
た
。

　

調
査
に
は
当
法
人
の
中
山
辰
巳
専
務
理
事
と
杉

野
利
久
理
事
、中
山
暁
総
務
主
任
と
、ド
イ
ツ
の
高

齢
者
介
護
事
情
を
研
究
す
る
元
岡
山
県
立
大
学
名

誉
教
授
の
中
嶋
和
夫
氏
の
計
４
人
が
参
加
し
た
。

面
談
し
た
の
は
前
回
同
様
、同
市
の
日
本
人
団
体

「
竹
の
会
」の
会
員
。今
回
は
同
市
の
住
宅
／
福
祉

局
長
・
担
当
者
と
意
見
交
換
し
た
ほ
か
、日
本
総
領

事
館
や
現
地
の
日
本
商
工
会
議
所
も
訪
れ
、諸
制

度
や
ビ
ジ
ネ
ス
事
情
に
理
解
を
深
め
た
。

　
「
竹
の
会
」は
会
員
約
80
人
で
組
織
。ド
イ
ツ
で

迎
え
る
高
齢
期
へ
の
備
え
を
学
び
、日
独
相
互
理

解
を
深
め
る
活
動
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
る
。公

益
社
団
法
人
と
し
て
正
式
発
足
し
今
年
11
年
目
を

迎
え
る
。同
会
と
親
交
が
あ
る
中
嶋
氏
が
、ベ
ト
ナ

ム
で
の
介
護
人
材
育
成
な
ど
海
外
事
業
を
展
開
す

る
当
法
人
と
の
間
を
取
り
持
っ
た
。

　

今
回
の
調
査
で
面
談
し
た
の
は
会
員
20
人
。２

月
の
調
査
と
合
わ
せ
合
計
25
人
と
な
る
。介
護

ニ
ー
ズ
を
よ
り
詳
し
く
捉
え
よ
う
と
、面
談
者
数

を
前
回
か
ら
大
幅
に
増
や
し
た
。こ
の
ほ
か
、ド
イ

ツ
の「
介
護
福
祉
士
」資
格
を
取
得
し
市
内
で
働
く

日
本
人
女
性（
46
）に
医
療
・
介
護
事
情
を
聴
い
た
。

　

20
人
の
内
訳
は
、男
性
４
人
、女
性
16
人
で
51
～

91
歳
。ド
イ
ツ
在
住
歴
は
11
～
53
年
間
で
、11
人
が

配
偶
者
と
二
人
暮
ら
し
、８
人
が
一
人
暮
ら
し（
一

人
は
パ
ー
ト
ナ
ー
と
同
居
）。面
談
で
は
移
住
の
経

緯
や
家
族
構
成
、使
用
言
語
な
ど
の
生
活
背
景
と
、

加
齢
に
伴
う
生
活
上
の
課
題
や
不
安
な
ど
に
つ
い

て
尋
ね
た
。介
護
に
関
し
て
は
日
常
生
活
で
必
要

と
す
る
支
援
や
、ケ
ア
を
受
け
た
い
場
所（
自
宅
、

高
齢
者
施
設
）、希
望
す
る
介
護
者（
家
族
、日
本

人
、ド
イ
ツ
人
／
施
設
）な
ど
を
聴
い
た
。

　

高
齢
化
に
伴
う
ド
イ
ツ
語
力
の
衰
え
は
、将
来

何
ら
か
の
介
護
を
選
択
す
る
こ
と
に
な
る
定
住
者

に
と
っ
て
深
刻
な
問
題
だ
。ド
イ
ツ
人
介
護
従
事

者
と
意
思
疎
通
で
き
な
く
な
れ
ば
、現
地
の
ケ
ア

を
受
け
る
こ
と
は
難
し
い
。一
方
で
、現
在
ド
イ
ツ

も
含
め
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
日
本
人
向
け
高
齢
者
介
護

サ
ー
ビ
ス
・
施
設
は
な
い
。面
談
で
会
員
の
一
人

は
、病
気
で
ド
イ
ツ
語
で
の
会
話
が
不
自
由
に
な

り
過
酷
な
療
養
生
活
を
送
っ
た
日
本
人
の
例
と
、

会
員
た
ち
が
そ
の
支
援
に
苦
労
し
た
体
験
を
語
っ

た
。調
査
団
は
、異
文
化
の
中
で
高
齢
化
す
る
こ
と

の
深
刻
な
側
面
を
実
感
し
た
。

　

面
談
者
の
多
く
は
ド
イ
ツ
で
一
般
的
な
在
宅

介
護
を
望
む
一
方
、子
ど
も
に
は
負
担
を
掛
け
た

く
な
い
と
考
え
て
い
る
。「
介
護
の
た
め
日
本
に

帰
国
す
る
選
択
肢
は
あ
る
か
」と
の
問
い
に
は
、

「
帰
っ
て
も
住
む
と
こ
ろ
が
な
い
」「
子
ど
も
や
孫

を
ド
イ
ツ
に
残
し
帰
る
こ
と
は
で
き
な
い
」と
す

る
答
が
大
半
を
占
め
た
。

　

ま
た
、日
本
食
を「
渇
望
」す
る
声
は
根
強
く
、日

常
生
活
や
介
護
の
現
場
で
重
視
す
る
要
素
だ
。在

住
歴
が
長
い
会
員
ほ
ど
そ
の
思
い
は
強
い
。ド
イ

ツ
食
に
は
全
員
難
色
を
示
し
て
い
た
。日
本
語
を

使
っ
た（
日
本
人
に
よ
る
）ケ
ア
と
日
本
食
を
提
供

す
る
高
齢
者
サ
ー
ビ
ス
拠
点
が
開
設
さ
れ
れ
ば

「
ぜ
ひ
利
用
し
た
い
」と
大
半
が
答
え
て
い
た
。

　

今
後
、「
竹
の
会
」が
邦
人
向
け
施
設
の
開
設
や

ケ
ア
提
供
を
希
望
し
、行
政
へ
の
嘆
願
書
や
要
望

書
の
提
出
と
い
っ
た
具
体
的
な
ア
ク
シ
ョ
ン
を
起

こ
せ
ば
、当
法
人
は
事
業
化
の
可
能
性
を
精
査
し

て
い
く
方
針
だ
。

　
「
介
護
の
輸
出
」を
提
唱
し
て
き
た
中
山
専
務
理

事
は「
在
留
邦
人
の
高
齢
化
・
介
護
問
題
は
３
年
以

内
に
は
顕
在
化
す
る
。現
地
の
人
々
は
、自
分
と
同

時
代
に
働
き
苦
労
を
共
感
す
る
世
代
。見
捨
て
て

は
お
け
な
い
。日
本
式
介
護
や
法
人
が
世
界
に
通

用
す
る
か
試
し
て
も
み
た
い
」と
話
し
て
い
る
。

記
／
福
岡
孝
博（
新
規
事
業
部
）

「竹の会」理事らと懇談する調査団（画面上、左から中嶋氏、中山専務理事、杉野理事）

青
森
社
会
福
祉
振
興
団

ド
イ
ツ
・
デ
ュ
ッ
セ
ル
ド
ル
フ
視
察
調
査
報
告


